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1緒 言

本 報 告 ぱ軍 寧原 料 とレて 滋 來 重要 視 さ耽 る様 に な つ て 來 た モ…リシ

マ.ア か シ ヤ 並に 油 脂材料 と レて賞 用 され てゐる オ リ ー ブ 樹 の挿 木



繁 殖L関 す る実験 の結 果 き取 纏 め た もの ろ あゐ 。

モ リシマ ァ カ シヤ ぱ軍 寧資材 ∠ して原 産 壇 濠 洲 で廣 く櫃 栽 され て

ゐ る 壱 の で,衡 悪地 に も良 ξ繁 蕊 す る上 に生 長 も極 め て旺 盛 ま の ひ

近 年鹿児島 地方 で も タ ン二 ン及 ボ薪 炭 資材 と して栽培 きれ る様 にな

二)て來 た。(13)

オ リ ー フ"桝は原産 地 イ ダ リー,地 中海 溢 岸 地 方 で は 実 生 と挿 本 と

に ま つ て廣 く植 裁 さ れて ゐ る。 立地 條件F封 す る要 求 な多 し・カも 海

廠 源 とレて醸 一級の髄 ビある釦 、幸ひ吾園裾 瀬納 蹴 方

が栽 培 可 能 である 。

一般 に ア カ シ ヤ類 もオ リー ブ樹 も芙 に挿本 可能 な樹 種 ど見 徹 さ丸

てゐ る冶ぐ(5,15,!δ)從 來 日本 に於 て はモ…り シマ」アカ シヤ の揖ぎ不 に関

す む 報 告 はなPレ 又 吾 團 で・は種5・ の株 取 も困 難 て・ある放 優 良 品 種 の

増 殖 の上 か ウ 右考 慮 して本 研 究 に 着 手 レたの で あゐ ・

オ ワー フ樹 は 晶橦 変種 と見 倣 され るも のが 多 歓 原 産 班 で鳳 神 本

考)廣 く行 はれて ゐ る が.〈5,1マ,18,)吾 園』唯 一 の檀栽地 菅 あ る香 川 縣

に於 て ば 漸 く近 年 挿 ホ 繁 殖 の試 鹸 に着 手 し た が永 だ 小枝 條 を 用 ふ る

挿 木 に`ま競〕方 を牧 め て ゐな い 話4)

一 体 捧 木 の浩 着 はタト部娠件
、.内部 で爺件 及6ぐ特殊 構 滝 等 の綜 合 作 用

の結 票 で あ つてs(脚2,董4)之 等 各 画 の條 件 と発根 との 関係 に つ、.)て

は炎 來 幾 多 の概 究 が 焉 さ鷲 て來 た 。特 に泡 年 値 物 生長ホ ルモ ン の生

理 作 用 に 関 する研 究 の進歩 に ょ っ て 、挿 本 の発根 にも植 物 ホ ル 丑 ン

が 影 響 を及 ぼ す事 が発見 され た.又 一方 に於 て植 物生 理 化 学 の 発 達

帝1.櫨 の仕 皇 方 と其 放 量 どの 閣係

昭和i6年 凌 日本杯 学會 春 季 大 會・講 演 集

■、 土メ裏政 良1こよ るハ ゼ'の生長 ・促進

昭 和}6年 褒 日本林 学會 春 奪大 禽 講演 葉

3.日 本 油桐 の二 畠種 とそ の 桐』満 の 畠賀

昭和 垂も年度 ヨ本 林 学會 春 季 大 舎 講 演 集

4.ア ベ ぞキ剥 覆繰 選 年慶 の短 縮 に 江 て

昭和日7年 度 日本 秣 学 會 々 黄研 囑論 文集



に ぶ ノ内 部 係 づギ∠ しての え 率 等.が重要視 さ姓 る様 に な つて以 來 「

発根 の機 作 が 欠第 に究明 され ・從 來挿木 繁 殖不 可能 と見 倣 され てゐ

た樹 種 も次 第 ・こ挿 爪 繁殖 に域 痴 レて來 てゐる ・

本砺 究 ぽ モ リ シマアカ シ ヤ及 が オ リ ー ブ樹 の挿 木 繁殖 ・特 に 小 形

挿徳に依る繁殖誠 翫 決是する鵜 挿木の最鵬 期及講 細 樹

の老 幼 と発 振 との 関係 を調 べ た むの で あ る・

挿 本 の最 適 時 期 は挿 穗 の内的 條 件 と発イ艮す るま む の閲 の外 酌 條 件

の姐 何1。 よ つ て決 定 され る む のて・、常 緑樹 藤 葉樹 どで多少 の相 違

バ あ る ば か り で な く 、各 樹 種 間 に も挿 木 最 適 期 に多少 の差 異が あ る.

(日,iL',15,19,2㌧26)

叉 採 穗岳 樹 の老 幼 及 が挿 偲 の年 今 払 活 着率 どゐ 関係 に つPて ぱ

G昼 ザdl〕eら 下.ビ181Hii,Gbc。cK,A.下 、 副Z;酬 ε 蝋 ∩,P.w〔3D

等 の研究があり、老令紐樹よ クも幼令母樹.特 に一年生子 苗か う取

つた揮 穏 が 最も活看良得 である、 と速べ てゐる・

本研究 に於 でも以土の二魚 を決定する為 に幼・令及 び老`細 樹 か ら

とっ た挿 穗 を用 ひ て棚 挿 木 を実施 レで挿木 嶽1翻 及 細 働)老

幼 と沽着 との賜係 を調べた げ

Ⅱ実験材 料及び実験方法

侠 試 楠 穗geリ シマア カ シ セ.オ リー ブ樹 共,c'76州 爵 函大 学農掌

蔀凱 に櫨駕 レて あ る椎 定 年今 十 五年 の見 本 樹 よ 今 一 ・、二年生 の放 條 反

てべ蕗 芽才支を・泳取 しで用 ひた ・

5.椿 の 勢掻 反摘 葉 と其 生 長 との 蘭 係

昭 和 胃 年 度 口本 林 学 會 々 員 萄 究 論 文 集

6.ド ロ ノ 干種 子 の 発 芽 力 保 存 渚 に 就 て

日本 林 学 含 誌24巻9號

・ア、 ク ス 裡 手 の 発 芽 促 進 法 に 就 て

日 本 林 挙 會i謎}-25巷 ユ號

倉,ヤ マ ナ ラ シ種 子・の 発 芽 力'県 存 法 に 就 て

臼本 林 学 倉 誌25老 き12號



但 しEリ シマ アカ シ ヤ は鷲 季口・レ_㌧ 玩 …蕊鱈和i7年 慶俺 種 、合i8

年 劇 こ移 植 した 二 年'£tsよ1ノ 捧 徳 し 一3隼5駈 ・ば 同1禽ポ ・発 生 し

た萠芽 枝 を用 ひ た 。挿 穗 は直径 ◎4～1.eCm、 長 さiOへ ・i5Cm.位 の

もの を 用 ひ ・鋭 利 な小 が ゼ切 ロ を 所謬 「馬 蹄 形 切 返 法 」形 に調製 し

薬 の大 部 分・は その 隙着 魚 よウ切 除 いた 。

農 学 部 構 内温 室 四 に砂 区 及 が 赤 土 区 の挿 床 を殼 け、 昭和18年3・A

よ り全IY年2月 ま で毎 月初 に 同 日 、厨時 に挿 しだ 、尚Eリ シ マ アカ

ンヤ は2年 生 苗 か うの挿 穗 を 用 ひ て昭和日9年3月'及 が5局 初 に 圃上

をλ 禦 た挿 本 箱 に挿 レ、同様 温 室 内 に置 しyた。捕 イ寸な 大体 地 上1こ2

～3編 を 出 す程 農 に垂 直 に挿 し、両後 は適 宜 潅水 し 、昭 和 冷年7

月掘 取 り、挿 付 時 期 別 及 直径 級 別 、ー沽着 並 に 生 育状 態 を測 定 調査1.

た 。

実験結果並に考察

其 一 挿 付時期と活着率並にそめ後の生責との蘭係

第一表(,1)挿 付 時 期 別 活 着 率



第 二表

.捕 付時 期 別 活 着 率 はモ リ シ マ ア カ シヤ 、オ ソー ア樹 共 に3月 区 が

最 良 であ ㍍ 両樹 種 ども常緑 澗 葉 樹 で樹 俸 再貯 藏 炭 水 化物 ゆ含 量 の

時 期 別 の 差 異 は根 に於 け る程 大 で・は ない が 、一般 に早 春檎 液 の流 勤

開・始以 前 が 最 多 で あつ て 、(8,9,)挿 穗 の 噂 部條 件 と レて の%率 、充

実 凌 等 よ りは(a,15,29,34)31S,・37,39)zl-◎)3月 ガ長 艮 で あ る こ とが 伺 は

れ る 。

勿 論採穗 蒔 期 は穂 の充 実度 、貯 戴 養分 の含 量 等 に影 響 する の φ～で

な くe外 部 條 件 としての氣温櫃 、土壌.潔 慶 等 も関係 す・るが 、本 実 鹸

の場 合・灘 凄iぱ 各 区・と二も略 々 一様 に保 ク て あZ)故 タト音属条イ牛 どレて・聞題

に 套bの は氣 温 及ot'tw温 で あ ゐ。 温 覆 と挿 水 活着 との関係 につPて

は徒 來 の 研 究 結 果 、樹種 によ1)多 坐切 差 異llllあるが 大体20℃ 引C・

が 最 適 と さ れ てぬ ゐ.(1.27.32)

第 三 表 月別 平均 湿 度(冨 臨 。,o(,漁定)

本実艶中あ渥度黛第三表に示し笑房㌘如 く3乞5魚 罠大体遼温であっノ…様1三思はれ鵜 只

瞭 懲 ど!でが躍 薫欝 ボ適温鵬 矩 にも鰍3年 頚 ・怖 顧 ⊃ラ・asヤ の」5・1ftg



率が僅 に1%に 過 ぎな か つたの な繭鋳族 を用 ひた結果 、樹勢 は旺藍

であ った姻貯藏養分 の大部分 を既 こ費消 し蓋 レてゐた為 であ るζ恵

1ま れ る 。

尚掩 穂 の年令 に関 レ 、老 今 冊 樹 の 一 二年 生 枝 を用 ひ た場 合 治 着皆

無 で あ つ た の に二年 生 苗 を用 ひ た場 合t・ 良 く活 着 した原 因12つ ・、て

は遽 か に断定 客下 す わ`〉に は行 か なpがGardner,F,E.(28)そ の

イ也が 椋 檎 、松 答 につPて 行 っ た実 瞼 結 票 と一致 して ゐ ⇔e

(2)才 甫イ寸R寿期 黎」癒イ蕩差三鋤 形}戎褒 合

癒 傷 組 織 の 形成 度 合 客次 の六 つ に 区分 す る と

A:切 断 面 を完全・に癒 合 レて ゐ る わの

B二 切 断 面 の%を 癒 合 してゐ る わの

Cl功 断 面 の 彪 を癒 合 レて ゐ る もの

獄 切 断 面底 部 又 は 裏 面 に形 成 し ぐ訊⑭ わの

E:購 函 周椥 謂 ひ極 く小 さな癒傷 鎌 を形ntt,て ゐ

る カ の

下1癒 傷 組 縷 を全然 形 域 して ゐな い わ の

晦粛尉恋傷薩織'形成 度合1よ第 四表 の葡 くであ る.

第lz三ヨ「表,才 喬ぎイ寸時 期 」ヲ〔i孝奮イ蕩 組 織 魑形 成 農 含



オ リ ー フ・鱗 に於 ては砂 区 ぱ5月 区 、 赤 」二区 ーま3月 区駅 癒傷 組 織 の

形成 庚 合 が 良好 で ある伽 こ反 レ,1月E反afi区 は沽 着本燕 沈 較

して癒 傷 組 織 形 成 蹟 合 が 低 い.挿 穗 の 充 実慶 及 貯 藏養 分 の含 量 等

か ら太 へ ば'、 よ2月 の 方 が 良 日 わ げ で あ るカく㌦ 新 芽 に依z.sAuxlne

の 作 用 を考 慮 に入 窺日ご、新 芽 の発 蓬 に好 都 合 な3～ ら 月あ方 が1～

2耳 よ り も 癒 傷 組織 の形 成 に 、よ!ノ好 都 合 で・ある こ と が何 謎 る ・

勿 諭癒 傷 組 繍 形 成の良 否 が 嵯ず しわ 発根 の程 度 に比 例 する と賎 隈

らな,)が 、挿 穗 の磁朽 を紡 ぎ 傷 口 よ'♪の承分 、養 分 の 消失 を 防 き:

ひ い て は活 看 を促 す等 の癒 傷 組 織 の生理 学的 意義 を も考慮 に入 れな

と癒 傷 組 織 の発 達 が望 ま レ く,こ の 魚 か ウわ3へ ・5月 脚神 穂 の沽 肴

に最 適 で あ る と思 は れ る.

〈3)挿 付蒔期別 生 育拭 況

挿 付晦期 別萌 芽伸長量 反発根々長の♪ヒ軟

第五表 揖}付時期 別萌芽イ申長量 及発援 々長

第 五 表 よ り挿 付時 期 別 の萌 芽 板 の伸 長 量 ば・砂 区,赤 工 区 芸 に大 体

に於 て、'平均 校 長.-b耳 平均 生長 量 とわ に3月 区 の方 ボち 月IZよ

◇わ 良好 ネ あ る 。赤 工 区 に於 て 尽1月 、2月 区が 比 較 的 良好 な 生長

を な レて ね 編 文之 は濟 肴本 数 の少 い指 平均 値 と して遜 大 な数 値 乞翼

へ て ね る嵩 ぴ あ つて 、萠芽 枝 の イ申'長量 よ う見 てわ3月 区 が 最 良 ていあ



る.

ヌ 発 根 々長 齢 七較 して兎 る と 砂 区 に於 てla9均 根 長,一 ケ耳 平

均 伸 長 蚤 宍 に3月 区 君5月 区よ り良好 で・あ ゐが 、赤 土 区 で は ら耳 区

の方承 幾 分 夷好 な 結 果 を輿 へ τ ゐ る 。然 し之 に発根本 数 及地 下 部分

重豊 等 を加味 レて 考 薫 すれ ば赤 上区 に於 ても3月 区 が 嵯 ず1しも ら 月

区 に劣1る どぱ二思 ほれ ぬ 。

次 に治 着後 の 生 育 斌況 を地.上蔀(薦 芽)と 地 下部(根)の 生 重 量

で・比 較 してみ て も 、砂 区 、赤 上 区 共挿 穗 一本 嘗 りの 平均 重 量 は3月

区が 一般 に真好 で あろ(篇 六.表)

第六表 挿付時期別生体重量

一 般 に植 物 ボ正 常 な発 育 をな す場合 壇 下部 分 と地 上 部分 と の 比 率

訳 その 発 育の 楓 ・従 ク て 一定 の比 率 を な して 生 長 する もの る あ 熱

(6.3)萌 レて地 下部 の 生長 と地 上部 の 生長 の柑 関々係 を見 る場 合 、

丁 氏等 は地 上 部 の生 長量 は叢 大 根 長及 び 平均 根 長 に就 いて は 極 めて

栢 閲が 低 し・ψぐ.穂 痕長 と ぱ相 蜘 で高 い,と 云 つてゐ る 。今 本 実 繍 こ

於 ける 地 下部 と地 上都 との発 鳶 上 の檀 互 関 係 を易 る為 に棒 付 晴 期 別

に 両 看 の 生 重 量 によ?て 、聚 率 を測 是 してみ たが ・オ り 一 フヘ アカ

シ セ 共1こそ の値 が区 々 るあ つた 。之 ぱ活 看 後 の経過 が短 く て木 た正

常 な発 育 状 惣 確 して ゐ な ・・こ とを 示 す も の で励 瓜 個 受 の伏 試



{本に就 い ての 、%率 を詳 細 鹸 善寸ずる 乙 活蕎後 経 過 日数 の長 い も

の程 一定 の比 率1こ近 グPて ゐ る こ とカぐわか を

以 上 を要1約 して見 るMオ リー フ・樹 、ア カ シセ共 に 、挿 付 晴期 と レ

て ぱ3月 力撮 も活 勧 ・良 い.tfiQ,c常 繍 醗 樹asen〈cr新 芽 の蘭 前

又 ぽ関箭 レ て新 葉 の固ま つ た後 行 ふ ゐぐ良P・(7・t日5)と 云a2Lて ゐ

る ボ 、本 試 鹸 に於 ては温 室 内 て喫 施 した績果 、氣 温 。地 温等ボ 露越

よ 磯 分 高 か つ 騰.3月 が 最 良 と なつ た の編 勧 不 幸 にL・q4

月 区は活 着 皆 無 で あ つたボ 、 之 等 の魚 乞綜合 する ど ・一般 に露地 挿

で一よ3月 採 取 ガ 穂 を貯 飢 て 、4月 ・・痢 寸けるのが 、最 良 磁 い か

と思 ぱ れ る 、

共 二挿 穂の大 きさと活着率との関係

挿 穂 の 大 き さ と沽 着 率 ど の 関係 に つ い て 繍 蒲 穗 が 或 程 度 ま で 太

く て 、 侭 容 の 充 実 して ゐ る も の程 良 妊 な 。 とは 勿 論 勘 るが 、 出 來

'
る だ`ナ 小 さ な棉 穗 で 沽着 さ 也る 為 の 試 鹸 で あ り、 且 発 根 に は ・ 一定

限 界 海 に於 て は穗 長 は余 り関 係 レ なt'}の τ・.(3・マ)穗 長 は 略 々 一 定 に

し.、直径 と沽 着 率 どの 関 係 を 見 た ・

(工)直 径 級 別 癒 傷 組 織 形 成 慶 合

決 試 挿 穗 の 直 径 を 次 の5級 こ介 臆 ど治 着 し た挿 木 の 癒 合 組 織 形

底 脚 ぬ よ次 の 如 くで め る(直 径 感亙 再 に 交 ぽ る 二 方 向 の 直 径 の 平 均

値)

1=・C,4Cn'}」 レ〈下1▽ 昌1.OOCmヘ ノ0・81Cro

正 二 α6面 ～c4橋gV=LGICm以 上

皿 二().8Crハ(ノc},hlc.m

(毒主)A.B、C.D.!三.下 、}9癒 傷 組 織 形 成渥隻合(第 囚 表 参 照 〉



第ξ表 捧徳直径級別癒傷組織形成程度

第t表 よ り直径 級 別.癒 傷 組 織 形 威程 度 は 五及 巫,即 ち0.4～ αづ

c,。 の捧罐 の方 駅大u糠 薦 よt"も 艮k癒 含 して ゐる.

1V.M▽ 階 級 の抑 穂 が概 して癒 合 状 況 不 良 η あ つた の19、 断 面 が 過

大 で癒 傷 紐 織 を形 成 してわ 、殊 だ充分 に断 面 を被 覆 す る に到 うな い

焉 で あ る 。一 体 傷部 の癒傷 組 織 …瓢 簑都 あ柔 組 線 か う 患 る 事 も あ ゐ

が.多 くぽ形 成 層 か ろ忠 爽 ろ ② 若 あゐ か わ木 管 部 の大 き盈傷 口が 墨

が る の ば た 鼓 瞬 部 の形 蔵層 の あ る蕃防 琶)婚 勲 、次 第 ・中 央 部

へ癒 傷 組 織 斌被 つて君 つ 鷲 蓉に会傷 面 き塞 く事 に なる,從 っ て本 賓

部 の{器は長 く露 出 して ゐゐ わ1つで その 闘 に露 出麺織 の死 多殿 、霧 樽

を來 す;と が 多 く 、ひ いτ は発根 に悪影 響 を 及 ぼ す事 ぶ あ る.従 つ

て完 全 癒 会 の ものが 舩 ザ し,津最 良 の発狼 宝な す ど…ま断 言出 來 な 日が.

一般 に癒 合 の 良好 な もの程 沽 着後 の生 葺 演 良 好 であ り、(第 入 表 参

照)棒 懲 敵 面 よの の 腐樽 、幹 軸 の皮 貰 等 を考慮 すれば.完 全 癒 含 μ

望 ま し く、樟 穂 として は産径 α6¢rn内 外 の も の姻 良L'〉様 に葱 ㌫ れ



第八表 癒傷組織形成庚合別生鳶駄泥

(2) 、 直径級 別萌芽伸 長量並に発根 長々

第鬼表 直径級別麺芽伸長蚤

直 径 級 別 に するど 、本 数 の 少 い径 級 と多 い径 級 とメf、出來 、眞 の車

均 値 を算 定 す る こ(は 虚泉 なPが.ヅ 鮫 に直径 の太 い もの ガミ廟 芽 の

伸 長 旺 盛 な様 に見幽 ル れ る 。勿 諭挿 穂 の萌 芽 の伸 長 は嬉 の貯 藏養

分 の 量 反種 類 によ ク て左右 さ 飢 るが 、活看 後 の萌 芽 の伸 長 鼠旭 下 都

の 発 達 と密橡 な 関衡 ミあ く」.殊 に1含着 當初 の生 長 は根 の 発 慰 晒 が

径 蔽 の 大 小 よ ク・1よ ク重大 な影 響 を 及 ぼす も の で あ つ て,第 ÷表 謀

りも径 級 の 大 きな もの程 、発 根 も良 得 で嚇 る こ とが 伺 は飢 、両脊 ぎ

併 せ て考 へ れ ば 、亘 径 工Crn以 下 の 小 彫楴 穗 τ日ま 、直 径 の幾・介 で も



大 きな ものボ,冶 看 後 の生長 駅 良 い様 に恩 は 冠 る ・

第十表 直径級別平均生長量

第十一表 直径級 別 発根拭泥

次 ド発 根 本 数 反 び 発 榎 硬 長 紹 七較 して み る.(第 十 一表)

オ リ ー フ"Qs)発 振 本 数 ぱN.▽ 】E.ELの 噴 で あ9、 一挿 穂 嘗9平 均 根

る1V,V超.正 の 噴 で は あ るかご、余 り岩 し い 差1よ なP、



・三 …7ア ガ シセ でな 発 根 数 訳極 の て少 くk一 簸 に一 本 の長 大 な

根 溺 多毅 に介疲 してゐる の'ひ根 長 測定 は 実施 レな か つ たバ 、生 重量

を見較 レ て 抄 る と小径 大径 間 に顯 著 な差 異が 見 うれ なか つ た、

Sd、r風δerA。L.(3の 等 ぱ発根 数 や 、治着 後 の 生長 壼 は撞 穂 の大

きさに比 例 すゐ と 云 って ゐ る於 、本実 駿 で は穗 の大 き さ と発 痕 、治

着 後 の生 長 とに は余 り顯着 な関係 は見 棚 な かつ た"殊 に この比 例

関簡 よ 活 着 嘗初 のみの 。 とr"あ る し 、本 実鹸 の姐 く直 径1Cm諏

下 の小型補 穂 の 場 合1こぽ 、直 径 は 余 ξノ沽 養後 あ 生 長 に影 響 せ ず.直

径 σ4C旧 侭 外 の もの で わ挿 穂 ど し ζ充分 であbこ とが伺 は廻 る.

尚 挿 穏 の採 取 部 位 と活 看 率 とに 関 レ て 駄 剃 吸 木本 植物 こつ い

で多数 の研 究 斌 あ9、 側 稜 は贋 枝sり も,枝 基 部 は先端 よ 今も発 根

率が大 で あ る と云 は 賀てぬ る 。(34,42)一 方樹 俸{な含 有 糖 分 の濃 度

及 澱紛 の 含 量 に つ し,てぱThOm50織(38,42.43,)物 値 によつ て 、

上 爺 か ウ 下 部 に行 くにっれ で濃 度 の低 下 す る こ ど溶 実証 され て ね る。

本 実 鹸 に於 て も.20年 度 にEリ シ マ ア か シ セを用 ひ τ主 枝 と側 核 と

に つL)て 比 較 実 験 して見 た が第 十二表 の如 くで あ つ た 。
●

都 合`こよ っ て 実鹸 を早 く締 切 っ たの ひ 、発 根 にま で ぱ到 う な か つ

た ・癒 傷 組 織 の形 成度 合 が 、発 根 活 養 の 良否 ど正比 例 す る とは 断 言

出 來 な 日 桝1両 者 とも圭枝 の方/び側 棟 よ クも良V結 果 丞得 た 。之 α

穂 そ の も の ・充 実度 が影 響 して ゐ る 君 の で・あつ て 、側 枝(二 次筏 づ

殊 に3月 δ 日挿 付 の 毒の"成 績 の不 良 であ つ た の'ま穗 の樹 勢 に 左右

嶺 た結 果 輸 う て充 実 レた穗8使 用 ず ば々 充 分 望 ま い 備 果 力蔭

ら 飢 る わの と椎定 さ勿 る。



第十二表 主.側 枝別癒傷紐緯形蔵峯

其 三 発根状態
'発・根 暮 位 別 本。数 を麹 信 する ヒ 、霧き十 三表 の如 《す ある 。

篤 十 三表 発 張 部 位 汚ll本 薬《

オ リ ー ブ挿 木 の発 根 は 、一毅 に 一揮 穂 よ り十 数 本幾 至数 十 本 も発

板 し.そ れ 享 が 董長 太 髪撰 配発蓬 し,主 根 、側 根 の 区別 が な い様 に

沖 長 して ゐ ⇔.〈 附 団第 三 図 、第 六衝 参 照)

魚 頭 しε リ シマ アカ シセ の劇 く吋 可れ も発覆 撫 趣 あ て ヴ 〈、

発 撰 した殉 ん ε全 部 の.庫本 が 一・本 の 主根 と見 飯 さ才～ζ長 大 な摂 謬み

よ ヲζ溢 か 又 嶽疋 ・:一一二.三 の 編 少 な槙 を有 すな に マぎなt).1す れ ど

み 二ti.J.)主根1ま珂 れ も極 め て良 く発 達 しー 多数 の灘 板 を分・岐 レ 、責 鞠

題 に拡 張 しτゐ ξ,,〈 窮 四 潔 〉



「欠・こ発 囎 所 を

D融 価 又ぱ珈緬 磁 くよ溌 達レ碗 傷繍 よ1溌根

す る場 合.

2)切 断 面 にrhPtし て以 前 に存 在 し.てゐt:99.¢za芽 よ9ノ発 根

す 否場 合 の 二っ に大 別 する と 、オ ゾー ブ・、ア カ シヤ 央 に発

根{よ この 両方 ボ あ る 賦 、オ り 一 フ・τ"は殊 に癒 傷纏 織 の 発 達

が 艮好 で癒傷 組繍 か ら の発 覆 の方 ボ 極 め て多V,"(372本

こ35本)

之 に反 し て 、アカ シ ヤは癒 傷組 織 の形成 斌余 り良 好 で な く」刀餅 面

の寓朽 レ て ゐ る もの ボ多 く、挿 穗 幹 軸 よ り発根 レた も の溶 比較 酌 多

!一(52本14・3本)

不 定根 発 根 の 基源 について は 、佐 藤 ーGのt'arlsonl気2L泌23)

Smlthこ(5ラ)Swlngle(41)そ の 繊 藪 の勧 究蘇 力溌 和 れ

てお ・ハ 切 ロ断 面 の癒 場 紐 織 よ ワの発 楓 ヨ鰍 駆柔 組 織 翫 脅 羨 漂

緬 振 又 斡 軸 都 よ クの 発 軸 形 成首 力購 綱 聰 が 特 異 の発 達 鈴

して根 を形 蕨 すゐ 疹の で・あ ゐ 、 ど云 な耗 て ゐゐ 批 此 の葎 木 に 於 て

も以 上 の こ と が 肯定 さ詔た.(陶 図簾 囚 第 五第 六 第 と参 照)

尚オ章木 切 断 面 の位 置 と発根 部 位 と の 関係 に つeて はCh∂ £lw;eK.L.

C(24)箏 つ研 甕 バ あ ・1、発 根 の 位 量が 発硬 量 と 同様 に 重 要 であ る ・

と言 つ て麹 る カミ.発 根 グ機 イ乍ぞ(ろ也 につ し)てlg後 日蓋羊細 に報 告 すむ

予定 で ξ,⇔.

其 四 癒 傷 組 織 の 解剖 學 的構 造

充 分 発達 し1三癒 湯 組織 を解 剖 する と簸 外 部 に柘 死 たた細「胸 の福 哲

の唇 が 訪 ジ、文 に後 レで栓 疫 、柔 組微 、節 部 、形 聴響.木 部 、柔 組

織 の 贋 に あ り 、最 府部 の挿 穗 幹 繭 に嶺 する鄙 分 に栓皮 が 形 成 され(

ゐ 麓 ごが あ るが ヌ翔 醸 面1、形 成 され てゐ る 癒傷 租 織 に箆 らノ隠

機 に澄 接 挿 億 本 部 と運 絡 して 漸移 型 を 示 ずもの もあ ζ,

甫 切 断 面 に,まオ育死 レた細 髄 か ら成 ゐ福 愈 の層 バ あ つ て完 全 に癒 会・

した後 で む癒 蕩組殿K蟲 禰 本 部 とぱ 互凄 蓮 繕 してゐ な い こ ピgj魯 ζrt



一般 に オ リー ブ つ楓 弘 ま爺 勢 温織 の発 淫 η浪 好 で・、や ・不 規 剴 で

は あ る訳 各 購 力劇 然 と区薯繍 タ たが モ リシ マ ア方 シ ヤ の禅 不 は癒

傷 組 蹴 の形 成極 めて 蜜 弱 で あ 今 、緬藏 の識 別 も西難 で あ ゐ ・ 〈附 薗

篤 一.二 、三 脚参 蕪)

,摘 要

1、 本試 鹸 は照和18年3月 よf日9年a月 ま で(二Eり シ マ ア カ シ?

ぱIS年3月5月 及 ぴ20年3月 、 も月 〉醤月 初 に喫 施 レ たP

2.捕 穗 は箏 侭 に櫨 栽 して ある 見本 翻 ・講 取 レー 禰 馬 蹄 形 切

返 法 に穂 を俊 瓢 垂 直挿 にレた.

3、 挿 億 は一、二年 生枝 で長 さ1Q～15ごm、 」彰蚤O,4～ ・1ゆCγr、の 小

形挿 穂 を用 ひ、た 。

4.棉 床 は砂 区演 び赤 土 区 の 二 区 、但1∋ 年 に実施 したモ リシマ ア

カ シヤ の挿 木 は 圃土 ぴ行 つ た 。

ち.挿 付 時鄭1別 に ぱ 言耳力ぐ最 も沽 看 良好 で あるv

6、 治 着後 の 主長 、即 ち癒 傷 組 緻 の形 成 度 合 、発硬 数 、根 長 、萌

芽4申=長量 タヒに3月 区 訳 …凝 も良 好 呑 あ る 。

7、 挿 槽 の直 径 感 α4K・ α8伽 特 ドGらGm内 外 訳 渚 養 もそ の後

の 生 叢 ≠,良好 で ある。

寝 本 実 瞼 の稽果 棟 穂 ぱ一 二 年 主 嫌 に緯 令 母樹 か ら と ク た 生

沽 力 眠 盛 な菟 実 こ、ち徳 が良 い 。

三).オ リ ーブ 樹 ζ・、は癒嬉 懇二鐵 の 形 疵 概 して良好 であ るの に 反 し ア

カ シ ヤ び嫉癒嚇 組織 の形 戒 が'種め て 禽舗 て嘘あ る ・

代,オ1ノ ー プ櫛 ろ挿 木 感発 領 数 多 ぐ 、且 その根 賦婿 ん ど全 部癒 傷

纏 鋤 ・ら 発根 して ゐ る¢ に拠.rtモ リン マ アが ・ヤ て磁 発 根 数 少く、

しか も癒 傷 組 羅 よ',の 発 根 ソ幹鞠 よ 〆」の 発 根 ど駅 畷々 面数 で あ る ・

ユL楓 簸 レて氷 平万獅 ・・}畷 し実 生 首 の辰 遮 つ 為形 態 を示 レ

て ぬ る 一

覧.オ り一 ブ 樹 捧7ド にiま 長一大 意根 承 多 あξ発 生 して ゐ る バ 、 丑 リ シ



マ アカ シヤ の挿 本 では一本 の長 大 な根 が 多数 の側 根 をみ 抜 レてゐ る,

13癒 傷 組 織 の解 剖李的 構 造 区見 ゐ と 、木部 、飾 部 と 秘.そ の 組

織 の配 列 が種 めて 不規則 で あ ワ ー 寿にオ リーブ樹 の挿 木 では靭皮 綴

維 が 良 く`発違 して ゐ る 。
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圖 版 説 明
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こ柔組織rhこ 柘死 レた細胞(褐 色 を呈 す)Pd:.栓 皮

Fis,2充 分 礫 レた癒傷 組 織 の縦 断醐

下を.3挿 本癒 傷組織 の横 断 面 図

下唇4EIJ"7マ アカ シ ヤの活勧 だ況

下i魯5オ リ ーブの発根 献 況

E8・ ら オ リー ブめ発根状 尻.

下187根 の発達経懸 を示 す判 莫式 薗

下ig.8Eリ シマ アか シセの癒傷但 織形域 朕泥
口Fi
8.9オ り一ブ樹 の癒 傷組 織 形成拡況
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